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本
名　

岡
本
隆
郎
（
お
か
も
と

本
名　

岡
本
隆
郎
（
お
か
も
と

　

た
か
お
）

　

た
か
お
）

　

大
正

　

大
正
1212
年
６
月

年
６
月
2727
日
、
瀬
戸
内
市

日
、
瀬
戸
内
市

邑
久
町
豊
安
の
呉
服
商
の
長
男
と
し

邑
久
町
豊
安
の
呉
服
商
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
文

て
生
ま
れ
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
文

楽
が
好
き
で
義
太
夫
を
う
な
り
三
味

楽
が
好
き
で
義
太
夫
を
う
な
り
三
味

線
を
器
用
に
弾
い
た
。
一
方
絵
画
に

線
を
器
用
に
弾
い
た
。
一
方
絵
画
に

も
堪
能
で
幅
広
い
趣
味
の
持
ち
主

も
堪
能
で
幅
広
い
趣
味
の
持
ち
主

だ
っ
た
。
岡
山
第
一
中
学
校
（
現
朝

だ
っ
た
。
岡
山
第
一
中
学
校
（
現
朝

日
高
校
）
か
ら
第
六
高
等
学
校
（
現

日
高
校
）
か
ら
第
六
高
等
学
校
（
現

岡
山
大
学
）
を
経
て
、
東
京
帝
国
大

岡
山
大
学
）
を
経
て
、
東
京
帝
国
大

学
（
現
東
京
大
学
）
工
学
部
航
空
工

学
（
現
東
京
大
学
）
工
学
部
航
空
工

学
科
へ
。

学
科
へ
。

　

昭
和

　

昭
和
2525
年
３
月
結
城
孫
太
郎
（
後

年
３
月
結
城
孫
太
郎
（
後

の
竹
田
三
之
助
一
座
）
の
公
演
に
魅

の
竹
田
三
之
助
一
座
）
の
公
演
に
魅

せ
ら
れ
て
人
形
劇
に
と
り
つ
か
れ
、

せ
ら
れ
て
人
形
劇
に
と
り
つ
か
れ
、

一
座
に
入
座
。
結
城
糸
城
三
を
名
乗

一
座
に
入
座
。
結
城
糸
城
三
を
名
乗

り
、
人
形
師
の
道
を
歩
み
始
め
た
。

り
、
人
形
師
の
道
を
歩
み
始
め
た
。

昭
和
昭
和
3030
年
４
月
竹
田
人
形
座
と
な

年
４
月
竹
田
人
形
座
と
な

り
、
竹
田
喜
之
助
と
な
る
。

り
、
竹
田
喜
之
助
と
な
る
。

　

３
０
０
年
の
伝
統
を
持
つ
竹
田
人

　

３
０
０
年
の
伝
統
を
持
つ
竹
田
人

形
芝
居
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
人
形
の

形
芝
居
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
人
形
の

か
ら
く
り
や
、
使
用
材
料
に
画
期
的

か
ら
く
り
や
、
使
用
材
料
に
画
期
的

な
工
夫
を
凝
ら
し
、
旧
来
の
人
形
に

な
工
夫
を
凝
ら
し
、
旧
来
の
人
形
に

新
し
い
生
命
を
吹
き
込
ん
だ
。

新
し
い
生
命
を
吹
き
込
ん
だ
。

　

ど
の
人
形
も
彼
の
優
し
く
、
温
か

　

ど
の
人
形
も
彼
の
優
し
く
、
温
か

く
、
厳
し
い
人
柄
を
映
し
出
し
、
見

く
、
厳
し
い
人
柄
を
映
し
出
し
、
見

る
者
に
深
い
感
動
を
与
え
、
多
く
の

る
者
に
深
い
感
動
を
与
え
、
多
く
の

フ
ァ
ン
を
生
ん
で
い
る
。

フ
ァ
ン
を
生
ん
で
い
る
。

竹
田
喜
之
助
に
つ
い
て

竹
田
喜
之
助
に
つ
い
て

　　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
に

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
に

駐
屯
し
て
い
た
軍
周
り
の
シ
ョ
ー
の

駐
屯
し
て
い
た
軍
周
り
の
シ
ョ
ー
の

合
間
に
、
竹
田
喜
之
助
が
何
気
な
く

合
間
に
、
竹
田
喜
之
助
が
何
気
な
く

彫
り
始
め
た
木
片
…
。
そ
の
ナ
イ
フ

彫
り
始
め
た
木
片
…
。
そ
の
ナ
イ
フ

の
動
き
を
見
た
竹
田
人
形
座
を
主
宰

の
動
き
を
見
た
竹
田
人
形
座
を
主
宰

し
て
い
た
竹
田
扇
之
助
が
首
を
彫
っ

し
て
い
た
竹
田
扇
之
助
が
首
を
彫
っ

て
み
た
ら
と
勧
め
た
の
が
き
っ
か
け

て
み
た
ら
と
勧
め
た
の
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。

だ
っ
た
。

　

そ
の
日
か
ら
人
形
工
房
の
一
隅
に

　

そ
の
日
か
ら
人
形
工
房
の
一
隅
に

端
座
し
て
、
竹
田
喜
之
助
の

端
座
し
て
、
竹
田
喜
之
助
の
3030
年
間
年
間

に
わ
た
る
人
形
づ
く
り
は
始
ま
る
。

に
わ
た
る
人
形
づ
く
り
は
始
ま
る
。

手
板
や
胴
体
の
研
究
に
加
え
、
西
洋

手
板
や
胴
体
の
研
究
に
加
え
、
西
洋

の
学
問
の
中
で
も
近
代
的
な
航
空
工

の
学
問
の
中
で
も
近
代
的
な
航
空
工

学
を
人
形
の
世
界
に
持
ち
込
み
「
竹

学
を
人
形
の
世
界
に
持
ち
込
み
「
竹

田
の
糸
あ
や
つ
り
」
と
し
て
独
自
の

田
の
糸
あ
や
つ
り
」
と
し
て
独
自
の

も
の
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。

も
の
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。

　

昭
和

　

昭
和
3636
年
、
人
形
制
作
数
が

年
、
人
形
制
作
数
が

１
０
０
０
体
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
初

１
０
０
０
体
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
初

め
て
の
人
形
展
を
東
京
・
白
木
屋
で

め
て
の
人
形
展
を
東
京
・
白
木
屋
で

開
催
。
直
木
賞
作
家
・
安
藤
鶴
雄
氏

開
催
。
直
木
賞
作
家
・
安
藤
鶴
雄
氏

は
、「
日
本
の
糸
あ
や
つ
り
人
形
は
、

は
、「
日
本
の
糸
あ
や
つ
り
人
形
は
、

喜
之
助
と
い
う
一
人
の
作
家
を
得

喜
之
助
と
い
う
一
人
の
作
家
を
得

て
、
何
十
年
か
の
急
速
な
進
歩
を
遂

て
、
何
十
年
か
の
急
速
な
進
歩
を
遂

げ
た
。」
と
激
賞
し
、「
喜
之
助
人
形
」

げ
た
。」
と
激
賞
し
、「
喜
之
助
人
形
」

と
命
名
。
新
し
い
時
代
の
息
吹
に
あ

と
命
名
。
新
し
い
時
代
の
息
吹
に
あ

ふ
れ
た
人
形
た
ち
は
喜
之
助
の
名
を

ふ
れ
た
人
形
た
ち
は
喜
之
助
の
名
を

世
に
広
め
る
と
と
も
に
、
糸
あ
や
つ

世
に
広
め
る
と
と
も
に
、
糸
あ
や
つ

り
人
形
師
・
喜
之
助
の
誕
生
し
た
瞬

り
人
形
師
・
喜
之
助
の
誕
生
し
た
瞬

間
で
も
あ
っ
た
。

間
で
も
あ
っ
た
。

1111

1122

1144

1133

1155

1166

1177

1188

1199
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命命
竹田 喜之助、来年生誕１００年竹田 喜之助、来年生誕１００年

特別特別
特集特集

写真解説写真解説　　右頁右頁
　「雪ん子」　「雪ん子」
　「雪ん子」は雪の精の意味で、　「雪ん子」は雪の精の意味で、
　豪雪で両親を失った少女との　豪雪で両親を失った少女との
　切ない出会いと切ない恋を描　切ない出会いと切ない恋を描
　く。「竹田人形座」の出世作。　く。「竹田人形座」の出世作。
❶❶工房で人形を製作する竹田喜之助。工房で人形を製作する竹田喜之助。
❷❷糸あやつり人形の骨組み。糸あやつり人形の骨組み。
　（左：男の人・右：女の人）　（左：男の人・右：女の人）
　胴体に男の人と女の人で脚部　胴体に男の人と女の人で脚部
　の有無の違いがある。女の人　の有無の違いがある。女の人
　では、日本女性独特の立ち居　では、日本女性独特の立ち居
　振る舞い、一方男の人では、　振る舞い、一方男の人では、
　見栄を切ったり、座った場合　見栄を切ったり、座った場合
　の形の良さを追求した結果、　の形の良さを追求した結果、
　構造が異なっている。　構造が異なっている。
❸「古道成寺」❸「古道成寺」
➍「プルル君」➍「プルル君」
➎「橋弁慶」➎「橋弁慶」
　竹田喜之助が最後の舞台で操　竹田喜之助が最後の舞台で操
　った弁慶の人形。　った弁慶の人形。
❻❻「「黒姫ものがたり黒姫ものがたり」」
➐「百合若」➐「百合若」
➑「竜の子太郎」➑「竜の子太郎」
➒「獅子舞」➒「獅子舞」
➓「御存知鈴ヶ森」➓「御存知鈴ヶ森」
　  「鈴ヶ森」の雲助の首は、人　  「鈴ヶ森」の雲助の首は、人
　形デザインをせず直接木彫り　形デザインをせず直接木彫り
　に彫ったものであり、顔の前　に彫ったものであり、顔の前
　半分が割れて落ちる「梨割れ」　半分が割れて落ちる「梨割れ」
　など首にさまざまな仕掛けが　など首にさまざまな仕掛けが
　施されている。　施されている。
写真提供：島  隆諦 氏写真提供：島  隆諦 氏

「雪ん子」の写真など「雪ん子」の写真など
瀬戸内市が世界に誇る糸あやつり人形師竹田喜之助。来年生誕 100 年を迎えます。瀬戸内市が世界に誇る糸あやつり人形師竹田喜之助。来年生誕 100 年を迎えます。
竹田喜之助から受け継がれた糸あやつり人形劇―。竹田喜之助から受け継がれた糸あやつり人形劇―。
脈々と受け継がれる生命とは…。脈々と受け継がれる生命とは…。
特別特集として竹田喜之助と喜之助の生命を受け継ぐ人たちについて紹介します。特別特集として竹田喜之助と喜之助の生命を受け継ぐ人たちについて紹介します。

誕
生

　
喜
之
助
人
形

誕
生

　
喜
之
助
人
形

（昭和 32 年）（昭和 32 年）

（昭和 38 年）（昭和 38 年）
（昭和 48 年）（昭和 48 年）
（昭和 30 年）（昭和 30 年）

（昭和 42 年）（昭和 42 年）
（昭和 49 年）（昭和 49 年）
（昭和 49 年）（昭和 49 年）
（昭和 34 年）（昭和 34 年）
（昭和 31 年）（昭和 31 年）
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糸
あ
や
つ
り
人
形
は
、
実
は
歴
史

糸
あ
や
つ
り
人
形
は
、
実
は
歴
史

が
凄
く
長
い
。
け
れ
ど
も
、
完
成
し

が
凄
く
長
い
。
け
れ
ど
も
、
完
成
し

き
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が

き
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が

あ
り
ま
す
。
人
形
劇
の
面
白
さ
や
楽

あ
り
ま
す
。
人
形
劇
の
面
白
さ
や
楽

し
さ
は
子
ど
も
に
伝
え
た
い
の
は
も

し
さ
は
子
ど
も
に
伝
え
た
い
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
も
と
も
と
人
形
浄

ち
ろ
ん
で
す
が
、
も
と
も
と
人
形
浄

瑠
璃
な
ど
、
大
人
も
見
て
楽
し
ん
で

瑠
璃
な
ど
、
大
人
も
見
て
楽
し
ん
で

い
た
の
で
、
大
人
に
も
見
て
も
ら
い

い
た
の
で
、
大
人
に
も
見
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

た
い
で
す
。

　

ま
た
、
小
さ
い
人
形
を
見
て
も

　

ま
た
、
小
さ
い
人
形
を
見
て
も

ら
っ
て
可
愛
い
と
思
う
人
が
増
え
れ

ら
っ
て
可
愛
い
と
思
う
人
が
増
え
れ

ば
、
世
の
中
は
悪
く
な
ら
な
い
。
大

ば
、
世
の
中
は
悪
く
な
ら
な
い
。
大

袈
裟
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

袈
裟
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
人
形
劇
を
通
し
て
平
和
に
し
た

が
、
人
形
劇
を
通
し
て
平
和
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

かわせみ座かわせみ座

人形師人形師　　山山
やまやま

本本
もともと

　　由由
よしよし

也也
やや

さんさん

　　　　　　の生命を受け継ぐ人たちの「人形劇」への想いの生命を受け継ぐ人たちの「人形劇」への想い

喜之助人形劇フェスタ市民実行委員会喜之助人形劇フェスタ市民実行委員会

委員長委員長　　内内
うちうち

田田
だだ

　　明明
あきあき

生生
おお

さんさん

糸あやつり人形劇団　みのむし糸あやつり人形劇団　みのむし

人形師人形師　　飯飯
いいいい

室室
むろむろ

　　康康
こうこう

一一
いちいち

さんさん

竹田人形座竹田人形座

人形師人形師　　鈴鈴
すずすず

木木
きき

　　友友
ともとも

子子
ここ

さんさん

「人形の「人形の
　　可能性は無限」　　可能性は無限」

　　「糸あやつりの人形劇　　「糸あやつりの人形劇
　　を　　を瀬戸内市の瀬戸内市の文化に」文化に」

　「人形劇を通して　「人形劇を通して
　　平和にしたい」　　平和にしたい」

　　「人形劇で　　「人形劇で
　バトンをつなぐ」　バトンをつなぐ」

　

精
神
的
な
病
を
患
っ
て
い
る
子
ど

　

精
神
的
な
病
を
患
っ
て
い
る
子
ど

も
が
人
形
に
は
心
を
開
く
よ
う
に

も
が
人
形
に
は
心
を
開
く
よ
う
に
、、

人
形
に
は
特
別
な
力
が
宿
っ
て
い
る

人
形
に
は
特
別
な
力
が
宿
っ
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
人
形
を
操
る
こ
と
で
そ
の
力
を

す
。
人
形
を
操
る
こ
と
で
そ
の
力
を

誰
か
が
感
じ
と
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し

誰
か
が
感
じ
と
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し

い
で
す
ね

い
で
す
ね
。。

　

ま
た
、
人
形
劇
を
演
じ
る
こ
と

　

ま
た
、
人
形
劇
を
演
じ
る
こ
と

でで
何
か
少
し
で
も
子
ど
も
の
心
に

何
か
少
し
で
も
子
ど
も
の
心
に

残
っ
て
、

残
っ
て
、
そ
の
子
ど
も
が
親
に
な
っ

そ
の
子
ど
も
が
親
に
な
っ

た
と
き
に
自
分
の
子
ど
も
を
連
れ
て

た
と
き
に
自
分
の
子
ど
も
を
連
れ
て

人
形
劇
を
見
に
く
る
よ
う
な
人
形
劇

人
形
劇
を
見
に
く
る
よ
う
な
人
形
劇

で
バ
ト
ン
を
次
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で

で
バ
ト
ン
を
次
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で

き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

喜
之
助
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
の
特

喜
之
助
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
の
特

色
は
、
プ
ロ
の
劇
団
や
ア
マ
チ
ュ
ア

色
は
、
プ
ロ
の
劇
団
や
ア
マ
チ
ュ
ア

の
劇
団
の
育
成
に
ま
で
糸
あ
や
つ
り

の
劇
団
の
育
成
に
ま
で
糸
あ
や
つ
り

の
人
形
劇
に
こ
だ
わ
り
抜
い
た
と
こ

の
人
形
劇
に
こ
だ
わ
り
抜
い
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
れ
は
、
喜
之
助
さ
ん
が

ろ
で
す
。
こ
れ
は
、
喜
之
助
さ
ん
が

糸
あ
や
つ
り
人
形
師
で
あ
っ
た
こ
と

糸
あ
や
つ
り
人
形
師
で
あ
っ
た
こ
と

と
他
に
は
な
い
人
形
劇
を
作
り
上
げ

と
他
に
は
な
い
人
形
劇
を
作
り
上
げ

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

　　

人
形
劇
は
、
心
の
教
育
が
叫
ば

人
形
劇
は
、
心
の
教
育
が
叫
ば

れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
人
々
の
や
さ

れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
人
々
の
や
さ

し
い
心
を
育
て
る
教
育
で
あ
り
、
地

し
い
心
を
育
て
る
教
育
で
あ
り
、
地

域
文
化
だ
と
思
い
ま
す
。

域
文
化
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
人
形
劇
を
瀬
戸
内
市
の
文

今
後
も
、
人
形
劇
を
瀬
戸
内
市
の
文

化
に
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

化
に
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で

げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

す
ね
。

　　

人
形
の
魅
力
は
、
可
能
性
が
無

人
形
の
魅
力
は
、
可
能
性
が
無

限
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
形
な

限
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
形
な

ら
、
な
ん
で
も
作
れ
ま
す
し
、
ど
ん

ら
、
な
ん
で
も
作
れ
ま
す
し
、
ど
ん

な
動
き
で
も
表
現
で
き
ま
す
。
ま

な
動
き
で
も
表
現
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ど
ん
な
に
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
て

た
、
ど
ん
な
に
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
て

も
制
約
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
に

も
制
約
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
に

自
由
な
ジ
ャ
ン
ル
は
な
い
と
思
っ
て

自
由
な
ジ
ャ
ン
ル
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
人
間
の
役
者
さ
ん
や
ダ
ン

い
ま
す
。
人
間
の
役
者
さ
ん
や
ダ
ン

サ
ー
で
は
表
現
で
き
な
い
人
形
だ
か

サ
ー
で
は
表
現
で
き
な
い
人
形
だ
か

ら
可
能
な
「
人
形
と
し
て
の
リ
ア
リ

ら
可
能
な
「
人
形
と
し
て
の
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
」
を
追
求
し
て
舞
台
表
現
を

テ
ィ
ー
」
を
追
求
し
て
舞
台
表
現
を

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　

人
形
劇
は
子
ど
も
の
も
の
と
い
う

　

人
形
劇
は
子
ど
も
の
も
の
と
い
う

枠
を
超
え
、
大
人
も
楽
し
め
る
芸
術

枠
を
超
え
、
大
人
も
楽
し
め
る
芸
術

と
し
て
の
舞
台
空
間
を
目
指
し
て
い

と
し
て
の
舞
台
空
間
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。

竹田喜之助の弟子として、竹田人形座で活躍。竹田喜之助の弟子として、竹田人形座で活躍。
瀬戸内市のアマチュア人形劇団への指導育成に貢献。瀬戸内市のアマチュア人形劇団への指導育成に貢献。

テレビ番組で見た竹田喜之助に感銘を受け、竹田テレビ番組で見た竹田喜之助に感銘を受け、竹田
人形座に入る。その後、1975 年に劇団を創立。人形座に入る。その後、1975 年に劇団を創立。

竹田人形座の人形に魅せられ、竹田人形座へ入る。竹田人形座の人形に魅せられ、竹田人形座へ入る。
その後、竹田喜之助の人形への想いを受け継ぎ、その後、竹田喜之助の人形への想いを受け継ぎ、
1982 年に劇団を創立。1982 年に劇団を創立。
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「一人でも多く「一人でも多く
　　　　ふれあいと感動を」　　　　ふれあいと感動を」

喜
之
助
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
市
民
実
行
委
員
会

喜
之
助
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
市
民
実
行
委
員
会

喜
之
助
の
偉
業
を
後
世
に
受
け
継
ぐ

喜
之
助
の
偉
業
を
後
世
に
受
け
継
ぐ

　　

竹
田
喜
之
助
の
生
命
は
、
喜
之
助

竹
田
喜
之
助
の
生
命
は
、
喜
之
助

人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
市
民
実
行
委
員
会

人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
市
民
実
行
委
員
会

が
中
心
と
な
り
、
守
り
続
け
ら
れ
て

が
中
心
と
な
り
、
守
り
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
竹
田
喜
之
助
顕
彰
会
な
ど

い
ま
す
。
竹
田
喜
之
助
顕
彰
会
な
ど

の
団
体
や
市
民
な
ど
現
在

の
団
体
や
市
民
な
ど
現
在
2626
人
が
所

人
が
所

属
し
、
近
年
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

属
し
、
近
年
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

体
験
活
動
や
人
形
劇
の
教
室
な
ど
、

体
験
活
動
や
人
形
劇
の
教
室
な
ど
、

郷
土
芸
能
へ
の
興
味
や
関
心
を
高
め

郷
土
芸
能
へ
の
興
味
や
関
心
を
高
め

る
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
す
。

　

今
年
は
、

　

今
年
は
、
3333
回
目
の
喜
之
助
人
形

回
目
の
喜
之
助
人
形

劇
フ
ェ
ス
タ
。
竹
田
人
形
座
で
活
躍

劇
フ
ェ
ス
タ
。
竹
田
人
形
座
で
活
躍

さ
れ
る
鈴
木
友
子
さ
ん
を
は
じ
め
、

さ
れ
る
鈴
木
友
子
さ
ん
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
や
ア
マ
チ
ュ
ア
の

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
や
ア
マ
チ
ュ
ア
の

劇
団
が
多
彩
な
人
形
劇
を
演
じ
ら
れ

劇
団
が
多
彩
な
人
形
劇
を
演
じ
ら
れ

ま
す
。
受
け
継
が
れ
た
生
命
…
…
。

ま
す
。
受
け
継
が
れ
た
生
命
…
…
。

人
形
た
ち
の
言
葉
を
声
を
自
分
の
目

人
形
た
ち
の
言
葉
を
声
を
自
分
の
目

で
確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

で
確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

2021 年喜之助人形劇フェスタ時に撮影2021 年喜之助人形劇フェスタ時に撮影

　
受
け
継
が
れ
て
き
た
人
形
劇
。

　
受
け
継
が
れ
て
き
た
人
形
劇
。

　
そ
の
生
命
を
引
き
継
ぐ
べ
く
立
ち
上
が
っ
た
人
が
い
る
。

　
そ
の
生
命
を
引
き
継
ぐ
べ
く
立
ち
上
が
っ
た
人
が
い
る
。

　
全
身
全
霊
を
込
め
人
形
を
操
る
。

　
全
身
全
霊
を
込
め
人
形
を
操
る
。

　
伝
わ
る
だ
ろ
う
か

　
伝
わ
る
だ
ろ
う
か

　
人
形
の
息
吹
が
。

　
人
形
の
息
吹
が
。

　
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
か

　
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
か

　
人
形
の
語
り
合
う
声
が
。

　
人
形
の
語
り
合
う
声
が
。

　
体
験
し
て
欲
し
い
。

　
体
験
し
て
欲
し
い
。

　
伝
え
て
い
き
た
い
。

　
伝
え
て
い
き
た
い
。

　
大
好
き
な
ま
ち
の
大
切
な
宝
だ
か
ら
。

　
大
好
き
な
ま
ち
の
大
切
な
宝
だ
か
ら
。

―
―
　
特
別
特
集
　
受
け
継
が
れ
る
生
命
　
終
　
―
―
　

―
―
　
特
別
特
集
　
受
け
継
が
れ
る
生
命
　
終
　
―
―
　 （右）喜之助人形劇フェスタの準備の様子。（右）喜之助人形劇フェスタの準備の様子。

（左）喜之助人形劇フェスタに向けての実行（左）喜之助人形劇フェスタに向けての実行
　　委員会。ポスター案を入念にチェック。　　委員会。ポスター案を入念にチェック。

第 33 回喜之助人形劇フェスタ第 33 回喜之助人形劇フェスタ

11  11  　  　月　     日（土）・　    日（日）　  　月　     日（土）・　    日（日）19  19  20  20  
19 日（土）9：30 ～ 16：0019 日（土）9：30 ～ 16：00

20 日（日）10：00 ～ 16：1020 日（日）10：00 ～ 16：10
19 日：開場 9：00 ～ /20 日：開場 9：30 ～19 日：開場 9：00 ～ /20 日：開場 9：30 ～

会場 / 瀬戸内市中央公民館２F ホールほか会場 / 瀬戸内市中央公民館２F ホールほか

料金 / ３歳～中学生 500 円　大人 1,000 円（全席自由）料金 / ３歳～中学生 500 円　大人 1,000 円（全席自由）

問問

※チケットは、当日会場でお買い求めください。※チケットは、当日会場でお買い求めください。

喜之助人形劇フェスタ市民実行委員会事務局喜之助人形劇フェスタ市民実行委員会事務局
☎  090 - 8247 - 4680☎  090 - 8247 - 4680

継
承
さ
れ
る
人
形
劇

継
承
さ
れ
る
人
形
劇

喜之助人形劇フェスタにて人形を喜之助人形劇フェスタにて人形を
操る子どもたち操る子どもたち
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～ 「食」 を通じた持続可能な地域づくりへの新たな挑戦～～ 「食」 を通じた持続可能な地域づくりへの新たな挑戦～

「食のしあわせプロジェクト」「食のしあわせプロジェクト」
はじめますはじめます

　　
「
こ
食
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

「
こ
食
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
現
代
の
家
庭
の
食

す
。
こ
れ
は
、
現
代
の
家
庭
の
食

事
風
景
の
特
徴
を
表
し
た
も
の
で

事
風
景
の
特
徴
を
表
し
た
も
の
で

あ
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

あ
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
や
核
家
族
化
が
進
ん
だ
現
在
で

化
や
核
家
族
化
が
進
ん
だ
現
在
で

は
、
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
食
事
を

は
、
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
食
事
を

す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
一
人
で

子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
一
人
で

食
事
を
す
る
「
孤
食
」
や
子
ど
も

食
事
を
す
る
「
孤
食
」
や
子
ど
も

だ
け
で
食
事
を
す
る
「
子
食
」
も

だ
け
で
食
事
を
す
る
「
子
食
」
も

増
え
て
お
り
、
成
長
期
の
子
ど
も

増
え
て
お
り
、
成
長
期
の
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
孤
独
感
や
栄
養

た
ち
に
と
っ
て
、
孤
独
感
や
栄
養

面
か
ら
も
今
後
の
成
長
に
大
き
な

面
か
ら
も
今
後
の
成
長
に
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、公
立
の
保
育
所
６
園
、

　

市
内
に
は
、公
立
の
保
育
所
６
園
、

幼
稚
園
４
園
、
小
学
校
９
校
、
中
学

幼
稚
園
４
園
、
小
学
校
９
校
、
中
学

校
３
校
が
あ
り
、
約
３
５
０
０
人
の

校
３
校
が
あ
り
、
約
３
５
０
０
人
の

子
ど
も
た
ち
が
給
食
を
食
べ
て
い
ま

子
ど
も
た
ち
が
給
食
を
食
べ
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
、
地
産
地
消
に
よ
る

す
。
本
市
で
は
、
地
産
地
消
に
よ
る

食
育
の
推
進
を
掲
げ
、
平
成

食
育
の
推
進
を
掲
げ
、
平
成
2626
年
度
年
度

か
ら
、
市
内
の
農
業
者
な
ど
で
組
織

か
ら
、
市
内
の
農
業
者
な
ど
で
組
織

す
る
備
前
福
岡
の
市
圏
地
産
地
消
推

す
る
備
前
福
岡
の
市
圏
地
産
地
消
推

進
協
議
会
を
中
心
に
学
校
給
食
へ
地

進
協
議
会
を
中
心
に
学
校
給
食
へ
地

場
産
物
を
積
極
的
に
供
給
す
る
取
り

場
産
物
を
積
極
的
に
供
給
す
る
取
り

組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
今
年
度
で

組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
今
年
度
で

９
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

９
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　　

瀬
戸
内
市
は
温
暖
な
気
候
に
恵
ま

瀬
戸
内
市
は
温
暖
な
気
候
に
恵
ま

れ
た
自
然
条
件
の
下
、
キ
ャ
ベ
ツ
や

れ
た
自
然
条
件
の
下
、
キ
ャ
ベ
ツ
や

白
菜
等
の
露
地
野
菜
や
米
、
ブ
ド
ウ

白
菜
等
の
露
地
野
菜
や
米
、
ブ
ド
ウ

等
の
果
樹
の
生
産
が
盛
ん
で
す
。
し

等
の
果
樹
の
生
産
が
盛
ん
で
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
農
産
物
の
生
産
を

か
し
、
こ
れ
ら
の
農
産
物
の
生
産
を

支
え
る
本
市
の
農
業
者
戸
数
は
、
平

支
え
る
本
市
の
農
業
者
戸
数
は
、
平

食のしあわせ食のしあわせ

プロジェクトがプロジェクトが

子
ど
も
の
食
環
境
の
問
題

子
ど
も
の
食
環
境
の
問
題

学
校
給
食
に
お
け
る

学
校
給
食
に
お
け
る

地
産
地
消
の
現
状

地
産
地
消
の
現
状

　

こ
の
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
結

　

こ
の
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
結

果
、
瀬
戸
内
市
産
の
野
菜
の
供
給
は

果
、
瀬
戸
内
市
産
の
野
菜
の
供
給
は

令
和
３
年
度
で

令
和
３
年
度
で
2020
品
目
と
年
々
増
加

品
目
と
年
々
増
加

し
て
い
る
も
の
の
、
年
間
の
取
扱
数

し
て
い
る
も
の
の
、
年
間
の
取
扱
数

量
は
（
重
量
ベ
ー
ス
で
）
６
％
と
瀬

量
は
（
重
量
ベ
ー
ス
で
）
６
％
と
瀬

戸
内
市
産
の
割
合
は
ま
だ
ま
だ
低
い

戸
内
市
産
の
割
合
は
ま
だ
ま
だ
低
い

状
況
で
す
。

状
況
で
す
。

地
域
農
業
の
現
状

地
域
農
業
の
現
状

成成
1717
年
に
は
２
１
２
１
戸
で
し
た

年
に
は
２
１
２
１
戸
で
し
た

が
、
令
和
２
年
に
は
１
１
９
５
戸
と

が
、
令
和
２
年
に
は
１
１
９
５
戸
と

大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
農

大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
農

業
産
出
額
は
、
平
成

業
産
出
額
は
、
平
成
1717
年
の
年
の
5555
億
円
億
円

か
ら
令
和
２
年
に
は

か
ら
令
和
２
年
に
は
3939
億
円
に
落
ち

億
円
に
落
ち

込
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
内
の

込
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
内
の

遊
休
農
地
は
、
平
成

遊
休
農
地
は
、
平
成
2929
年
度
の

年
度
の
2727
ｈｈ

ａ
か
ら
令
和
３
年
度
は

ａ
か
ら
令
和
３
年
度
は
4242
ｈ
ａ
に
増

ｈ
ａ
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

加
し
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
の
農
産
物
の
生
産
体
制

　

瀬
戸
内
市
の
農
産
物
の
生
産
体
制

を
維
持
し
、
遊
休
農
地
の
増
加
を
食

を
維
持
し
、
遊
休
農
地
の
増
加
を
食

い
止
め
る
た
め
に
は
、
担
い
手
不
足

い
止
め
る
た
め
に
は
、
担
い
手
不
足

の
解
消
や
多
様
な
販
売
先
を
確
保
し

の
解
消
や
多
様
な
販
売
先
を
確
保
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

給 食 で給 食 で
育育 　 むむ
子 ど も子 ど も
の 笑 顔の 笑 顔

特 集特 集

なぜ必要なのかなぜ必要なのか

市
民
の
皆
さ
ん
の

市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
皆
さ
ん

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
皆
さ
ん

か
ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、

か
ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、

市
が
学
校
給
食
向
け
の
地
場
産
物
を

市
が
学
校
給
食
向
け
の
地
場
産
物
を

買
い
上
げ
、
子
ど
も
た
ち
に
安
全
・

買
い
上
げ
、
子
ど
も
た
ち
に
安
全
・

安
心
で
豊
か
な
地
場
産
品
を
使
用
し

安
心
で
豊
か
な
地
場
産
品
を
使
用
し

た
地
産
地
消
の
給
食
を
提
供
す
る
取

た
地
産
地
消
の
給
食
を
提
供
す
る
取

り
組
み
で
す
。

り
組
み
で
す
。

　

学
校
給
食
は
、
子
ど
も
た
ち
が
よ

　

学
校
給
食
は
、
子
ど
も
た
ち
が
よ

り
身
近
に
実
感
を
持
っ
て
地
域
の
食

り
身
近
に
実
感
を
持
っ
て
地
域
の
食

や
食
文
化
等
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

や
食
文
化
等
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、
食
料
の
生
産
、
流
通
に
関
わ
る

め
、
食
料
の
生
産
、
流
通
に
関
わ
る

人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ

人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
ぐ
る
み
の
食
育
で

と
が
で
き
る
地
域
ぐ
る
み
の
食
育
で

す
。
さ
ら
に
、学
校
給
食
に
お
い
て
、

す
。
さ
ら
に
、学
校
給
食
に
お
い
て
、

地
元
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
地
元
で

地
元
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
地
元
で

消
費
す
る
「
地
産
地
消
」
を
積
極
的

消
費
す
る
「
地
産
地
消
」
を
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
は
、
食
料
自
給
率

に
推
進
す
る
こ
と
は
、
食
料
自
給
率

の
向
上
や
昨
今
問
題
と
な
っ
て
い
る

の
向
上
や
昨
今
問
題
と
な
っ
て
い
る

食
材
の
物
価
高
騰
対
策
に
も
つ
な
が

食
材
の
物
価
高
騰
対
策
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
る
た

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

め
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
ご
賛
同
と
ご
支
援
を

不
可
欠
で
す
。
ご
賛
同
と
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　地場産物を学校給食へ届ける取り組みを始めたのは、　地場産物を学校給食へ届ける取り組みを始めたのは、

瀬戸内市は野菜の産地なのにその野菜が学校給食に使瀬戸内市は野菜の産地なのにその野菜が学校給食に使

われていないという素朴な疑問からです。  われていないという素朴な疑問からです。  

　子どもたちが地元で生産された農産物を知ることで、　子どもたちが地元で生産された農産物を知ることで、

地域農業や地元への愛着心を持つことができます。 以地域農業や地元への愛着心を持つことができます。 以

前、 自分が栽培した小麦を使ったカレーが給食で提供前、 自分が栽培した小麦を使ったカレーが給食で提供

され、 その際に、 直接子どもたちと対話する機会があされ、 その際に、 直接子どもたちと対話する機会があ

りました。 学校給食を通して子どもたちに農業者の思りました。 学校給食を通して子どもたちに農業者の思

いを感じてもらえたことに加え、 ストーリーのあるものいを感じてもらえたことに加え、 ストーリーのあるもの

はきちんと伝わるということを子どもたちから学びましはきちんと伝わるということを子どもたちから学びまし

た。た。

　消防車に乗ると消防士になりたくなる子どもたちが　消防車に乗ると消防士になりたくなる子どもたちが

増えるように、 コンバインに乗ると農業者になりたいと増えるように、 コンバインに乗ると農業者になりたいと

思う子どもたちが増えるかもしれませんね。思う子どもたちが増えるかもしれませんね。

学校給食への想いはひとつの素朴な疑問から学校給食への想いはひとつの素朴な疑問から

備前福岡の市圏備前福岡の市圏

地産地消推進協議会　会長地産地消推進協議会　会長

大倉　秀千代さん大倉　秀千代さん

瀬戸内市瀬戸内市
の現状の現状

課題課題
プロジェクトプロジェクト

の目標の目標

学校給食での地場産野菜の利用率学校給食での地場産野菜の利用率

６％６％ （令和３年度） （重量ベース）（令和３年度） （重量ベース）

農業者戸数 ・ 農業産出額農業者戸数 ・ 農業産出額

1,195 戸1,195 戸 ・・ 約３９億円約３９億円 （令和 2 年度 )（令和 2 年度 )

( 平成 17 年調査から戸数は約 1/2、 産出額は約 2/3 まで低下 )( 平成 17 年調査から戸数は約 1/2、 産出額は約 2/3 まで低下 )

遊休農地の面積遊休農地の面積

42ha42ha( 令和３年度 )( 令和３年度 )

( 平成 29 年度調査から 117％増加）( 平成 29 年度調査から 117％増加）

小 ・ 中学校での不登校児童 ・ 生徒数小 ・ 中学校での不登校児童 ・ 生徒数

小学校小学校：：7.3、7.3、中学校中学校：：45.145.1 （人 / 千）（人 / 千） （令和 2 年度）（令和 2 年度）

持続的な物価高騰 （全国ベース）持続的な物価高騰 （全国ベース）

2.8％2.8％ （消費者物価指数、 2021 年同月比）（消費者物価指数、 2021 年同月比）

食品などの物価高騰の主な原因として、 エネルギー食品などの物価高騰の主な原因として、 エネルギー

価格 （電気、 ガス、 ガソリンなど） の上昇が原因と価格 （電気、 ガス、 ガソリンなど） の上昇が原因と

なっている。なっている。

「孤食」 の急増 （全国ベース）「孤食」 の急増 （全国ベース）

１０.2％１０.2％ （平成 23 年）（平成 23 年） ➡➡１８. ８％１８. ８％ （令和２年）（令和２年）

（農林水産省（平成 23 年は内閣府）「食育に関する意識調査」）（農林水産省（平成 23 年は内閣府）「食育に関する意識調査」）

「食」 でつながる地域の実現「食」 でつながる地域の実現

◆給食を通じて農業者、 学校給食調◆給食を通じて農業者、 学校給食調

　 　 理場、 学校、 保護者、 行政など人理場、 学校、 保護者、 行政など人  

　 のつながりを感じられる。　 のつながりを感じられる。

◆自分の住む地域への関心の向上◆自分の住む地域への関心の向上

◆農業 ・ 漁業の生産力の向上◆農業 ・ 漁業の生産力の向上

一石三鳥の取り組み一石三鳥の取り組み

↓市内小学校で提供している給食を食べる子どもたち。（右上）瀬戸内市産の野菜。（右下）瀬戸内市で提供している給食の一例。↓市内小学校で提供している給食を食べる子どもたち。（右上）瀬戸内市産の野菜。（右下）瀬戸内市で提供している給食の一例。

～農業者の声を聞く～～農業者の声を聞く～

瀬戸内市自慢の夏野菜といえ瀬戸内市自慢の夏野菜といえ
ば冬瓜。ば冬瓜。

一日の全ての食事を一人で食べる 「孤食」 の頻度一日の全ての食事を一人で食べる 「孤食」 の頻度

が高い人は、 精神的健康感が低い傾向にある。が高い人は、 精神的健康感が低い傾向にある。

　10 月から新たな試みとして 「食のしあわせプロジェクト」 を開始しました。 このプロジェクトは皆さんから　10 月から新たな試みとして 「食のしあわせプロジェクト」 を開始しました。 このプロジェクトは皆さんから

寄附されたふるさと納税を活用して、 子どもたちと地域をつなぎ学校給食の地産地消 100％を目指すもの寄附されたふるさと納税を活用して、 子どもたちと地域をつなぎ学校給食の地産地消 100％を目指すもの

です。です。

　地場産物を学校給食に使用することは、 地場産物への関心と利用を高めること、 食べ物の旬を知ること、　地場産物を学校給食に使用することは、 地場産物への関心と利用を高めること、 食べ物の旬を知ること、

子どもたちや保護者への食育の推進、 農業 ・ 漁業の活性化、 地域経済の循環など多くの波及効果が見込ま子どもたちや保護者への食育の推進、 農業 ・ 漁業の活性化、 地域経済の循環など多くの波及効果が見込ま

れます。 これまでも地産地消を推進する市民活動団体と協力して地場産物を学校給食に供給する取り組みをれます。 これまでも地産地消を推進する市民活動団体と協力して地場産物を学校給食に供給する取り組みを

行ってきましたが、 これを、 農業者、 給食調理場、 保護者、 行政などが一体となった取り組みへと発展させ、行ってきましたが、 これを、 農業者、 給食調理場、 保護者、 行政などが一体となった取り組みへと発展させ、

市内の保育所、 幼稚園、 小学校、 中学校の給食への地場産物の利用をさらに拡大していきます。市内の保育所、 幼稚園、 小学校、 中学校の給食への地場産物の利用をさらに拡大していきます。

　11 月 23 日には、 このプロジェクトをスタートするにあたり 「食のしあわせフォーラム」 をゆめトピア長船　11 月 23 日には、 このプロジェクトをスタートするにあたり 「食のしあわせフォーラム」 をゆめトピア長船

にて開催しますので、 ぜひご参加ください。 　にて開催しますので、 ぜひご参加ください。 　

　ここでは、 子どもたちの食環境や学校給食などの現状、 プロジェクトの今後について紹介します。　ここでは、 子どもたちの食環境や学校給食などの現状、 プロジェクトの今後について紹介します。（（ ））



瀬戸内きらり館で貸し出しているレンタサイクル瀬戸内きらり館で貸し出しているレンタサイクル
もｍｔでラッピングされ大人気。もｍｔでラッピングされ大人気。
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特徴的な牛窓ヨットハーバー内の建物がｍｔ装特徴的な牛窓ヨットハーバー内の建物がｍｔ装
飾され、魅力的なアートスポットに変化。飾され、魅力的なアートスポットに変化。

　
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
（
ｍ
ｔ
）

を
使
っ
た
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
「
ｍ

ｔ　
ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」
で
は
、

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
の
特
別
展

を
中
心
に
、
牛
窓
ヨ
ッ
ト
ハ
ー

バ
ー
・
牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園
・
街
角

ミ
ュ
ゼ
牛
窓
文
化
館
の
４
施
設
を

ｍ
ｔ
で
彩
り
ま
し
た
。
限
定
ｍ
ｔ

を
取
り
扱
う
シ
ョ
ッ
プ
が
開
設
さ

れ
た
ほ
か
、
ｍ
ｔ
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ

さ
れ
た
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
貸
し

出
し
、
犬
島
・
牛
窓
間
の
臨
時
航

路
の
開
設
、
ｍ
ｔ
で
彩
ら
れ
た
施

設
を
結
ぶ
巡
回
バ
ス
の
運
行
、
地

域
を
周
遊
す
る
こ
と
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
ｍ
ｔ
が
手
に
入
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
契
機
に
観
光
関
連
施
設
を

ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
化
す
る
こ
と
に

岡
山
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

岡
山
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
こ
こ
ろ

「
こ
こ
ろ  

晴
れ
ば
れ

晴
れ
ば
れ  

お
か
や
ま
の
旅
」
が
盛
況
に
終
了

お
か
や
ま
の
旅
」
が
盛
況
に
終
了

瀬戸内市立美術館の展示空間は、行列の出来る映えスポットに。瀬戸内市立美術館の展示空間は、行列の出来る映えスポットに。

ｍ
ｔ　

ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ

よ
り
誘
客
を
促
進
し
、
地
域
が

持
つ
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
消
費
の
拡
大
の
た
め

観
光
客
の
周
遊
を
促
す
も
の
で
し

た
。
実
際
に
期
間
中
に
は
、
コ
ロ

ナ
禍
前
を
思
わ
せ
る
ほ
ど
多
く
の

観
光
客
が
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
周

遊
し
、
観
光
客
か
ら
は
、「
牛
窓

の
魅
力
を
再
発
見
し
た
」「
景
色

が
と
て
も
よ
か
っ
た
」「
ま
た
牛

窓
に
観
光
や
宿
泊
で
来
た
い
」「
素

敵
な
場
所
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
を
い

た
だ
き
、
ア
ー
ト
を
通
し
て
牛
窓

の
魅
力
を
周
知
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
観
光
施
設
や
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
参
加
店
舗
に
立
ち
寄

る
こ
と
で
、
地
域
消
費
の
拡
大
に

も
つ
な
が
り
ま
し
た
。　

（上）山鳥毛の展示。（上）山鳥毛の展示。
（下）一文字派の刀工が拠点とした備前福岡では、地域住民が地元（下）一文字派の刀工が拠点とした備前福岡では、地域住民が地元
　　ガイドなどで活躍。地域住民ならではの話に観光客が聞き入る。　　ガイドなどで活躍。地域住民ならではの話に観光客が聞き入る。

国
宝

「山
鳥
毛
」
公
開

　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
の
夏
季
特
別
展
「
長

船
の
系
譜-

７
０
０
年
の
栄
枯
盛
衰-

」
で
は
、

長
船
派
の
初
代
と
言
わ
れ
る
刀
工
・
光み

つ

忠た
だ

の
太

刀
を
は
じ
め
と
し
た
、
長
船
派
の
刀
剣
を
中
心

に
展
示
し
ま
し
た
。こ
の
展
覧
会
で
は
、国
宝「
太

刀　
無
銘一文
字
（
山
鳥
毛
）」
の
公
開
に
加
え

て
、
人
気
ゲ
ー
ム
「
刀
剣
乱
舞-

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ-

」
と
の
コ
ラ
ボ
を
企
画
し
ま
し
た
。
地
域
の

方
が
参
画
す
る
お
も
て
な
し
も
あ
り
、
全
国
か

ら
刀
剣
フ
ァ
ン
を
は
じ
め
多
く
の
観
光
客
が
来
ら

れ
ま
し
た
。

　
周
辺
の
刀
剣
関
連
史
跡
を
巡
る
マ
ッ
プ
の
配

布
、
刀
剣
に
関
連
し
た
神
社
や
寺
院
で
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、観
光
客
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
周
辺
の
刀
剣
ゆ
か
り
の
土
地
や
観
光
関

連
施
設
を
つ
な
ぐ
無
料
の
サ
ー
ク
ル
バ
ス
を
運

行
し
ま
し
た
。
バ
ス
停
周
辺
や
交
通
ア
ク
セ
ス

な
ど
を
案
内
す
る
ガ
イ
ド
が
添
乗
す
る
こ
と

で
、
初
め
て
訪
問
す
る
人
や
不
慣
れ
な
人
に
も

利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

刀剣に親しむイベント「長船真剣勝負 2022」。長船刀刀剣に親しむイベント「長船真剣勝負 2022」。長船刀
工菩提寺である慈眼院前の広場には、300 人近い参工菩提寺である慈眼院前の広場には、300 人近い参
加者が集まり、刀剣クイズや鎧武者との触れ合いで盛加者が集まり、刀剣クイズや鎧武者との触れ合いで盛
り上がる。り上がる。

長船刀工とも縁深い靭負神社では、特別に拝殿で御神長船刀工とも縁深い靭負神社では、特別に拝殿で御神
刀の公開などで観光客をおもてなし。山鳥毛里づくり応刀の公開などで観光客をおもてなし。山鳥毛里づくり応
援団のイベントも開催。援団のイベントも開催。

美
術
館
で
実
施
さ
れ
た
特
別
展
は

入
館
者
総
数
９
０
６
７
人
で
、
近

年
で
は
最
も
多
い
来
館
者
数
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
博
物
館
の

夏
季
特
別
展
で
の
入
館
者
総
数
は

１
０
６
１
６
人
で
、
入
館
制
限
が

あ
る
中
、
多
く
の
来
館
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
、
来
館
者
数

や
事
業
の
参
加
者
数
を
基
に
、
岡

山
県
の
観
光
客
一
人
あ
た
り
の
観

光
消
費
額
か
ら
計
算
す
る
と
約

２
億
2
千
万
円
以
上
の
経
済
波
及

効
果
が
あっ
た
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

経
済
波
及
効
果

特集特集

限定マスキング限定マスキング
テープを求めて、テープを求めて、
多くの観光客が周多くの観光客が周
遊型のスタンプラ遊型のスタンプラ
リーに参加。リーに参加。

「こころ晴ればれ　おかやまの旅」と題して、岡山デスティネーショ「こころ晴ればれ　おかやまの旅」と題して、岡山デスティネーショ

ンキャンペーンが７月１日から９月30日まで開催されました。ンキャンペーンが７月１日から９月30日まで開催されました。

デスティネーションキャンペーンは、 ＪＲ 6 社と観光関係者、 自デスティネーションキャンペーンは、 ＪＲ 6 社と観光関係者、 自

治体などが一体となって作り上げる大型観光キャンペーンで、治体などが一体となって作り上げる大型観光キャンペーンで、

期間中には特別な誘客イベント等が県内各所で実施されました。期間中には特別な誘客イベント等が県内各所で実施されました。

瀬戸内市内では、 アートや刀剣をテーマとした誘客イベントが開瀬戸内市内では、 アートや刀剣をテーマとした誘客イベントが開

催され、 日本各地から訪れた観光客で大いに賑わいました。催され、 日本各地から訪れた観光客で大いに賑わいました。

その様子をご紹介します。その様子をご紹介します。



▽
日
時　
12
月
４
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　
長
船
ス
ポ
ー
ツ
公
園

▽
対
象
者　
小
学
生
以
下
と
保
護
者

　

▽
持
ち
物　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
マ
ス
ク

▽
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
申
し

　
込
み
フ
ォ
ー
ム

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
期
限　
11
月
30
日
（
水
）

▽
そ
の
他　
運
動
中
を
除
き
マ
ス

　
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　

　
　
瀬
戸
内
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
会
（
事
務
局
・
社
会
教
育
課
）

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
５

【
こ
ん
な
と
き
に
は
、「
１
８
９
」

に
す
ぐ
お
電
話
く
だ
さ
い
】

▼
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
声
・
叫

　
び
声
や
保
護
者
の
怒
鳴
る
声
が

　
聞
こ
え
る

▼
不
自
然
な
け
が
（
あ
ざ
・
打
撲
・

　
や
け
ど
）
な
ど
が
見
ら
れ
る

▼
衣
服
や
体
が
極
端
に
汚
れ
て
い
る

▼
元
気
が
な
く
表
情
が
暗
い

▼
食
事
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い

▼
子
ど
も
や
家
族
に
暴
力
を
振
る
っ

　
て
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
る

▼
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
置
い
た

　
ま
ま
、
よ
く
外
出
し
て
い
る

▼
子
育
て
が
つ
ら
く
て
、
つ
い
子

　
ど
も
に
あ
た
っ
て
し
ま
う

▼
近
く
に
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る

　
人
が
い
る

　
ま
た
、
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ

れ
る
子
ど
も
や
子
育
て
に
悩
む
保

護
者
が
い
た
と
き
は
、「
１
８
９
」

だ
け
で
な
く
、
市
町
村
に
も
匿
名

で
通
告
・
相
談
が
で
き
ま
す
。

　
児
童
虐
待
の
通
告
を
受
け
た
児

【
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら「
１
８
９
」】

　
深
刻
な
児
童
虐
待
事
件
が
後
を

絶
た
ず
、
全
国
の
児
童
相
談
所
の

児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
も
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
「
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）」は
、

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

の
声
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
す
る

た
め
に
、
虐
待
か
も
と
思
っ
た
と

き
な
ど
に
、
す
ぐ
に
児
童
相
談
所

に
通
告
・
相
談
で
き
る
全
国
共
通

の
電
話
番
号
で
す
。

○
「
１
８
９
」
に
か
け
る
と
、
お

　
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が

　
り
ま
す
。

○「
１
８
９
」に
は
匿
名
で
通
告・

　
相
談
が
で
き
て
、
通
告
・
相
談

　
を
し
た
人
や
そ
の
内
容
に
関
す

　
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

童
相
談
所
、
市
町
村
で
は
、
虐
待
か

ら
子
ど
も
を
守
る
と
と
も
に
、
子

育
て
に
悩
む
家
庭
を
支
援
し
ま
す
。

　
子
育
て
に
関
し
て
不
安
な
こ
と

や
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
き

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
　
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　

　
　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

　

家
庭
児
童
相
談
室

☎
０
８
６
９-

２
６-

８
０
０
９

　
こ
の
度
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ー

ム
エ
ア
ー
」
の
皆
さ
ん
の
協
力
の

も
と
、
幼
児
期
か
ら
学
童
期
に
運

動
遊
び
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も

ら
う
た
め
、
大
縄
跳
び
や
雪
合
戦

を
ア
レ
ン
ジ
し
た
ボ
ー
ル
投
げ
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　
親
子
で
投
げ
て
、
走
っ
て
、
跳

ん
で
、
楽
し
く
身
体
を
動
か
せ
る

活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　「
も
し
か
し
て
？
」　
た
め
ら
わ
な
い
で
！
　
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

    

　
　
11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

相
通

相
通相

申
問

　令和５年度放課後児童クラブの入所
受付を開始します。
　放課後児童クラブは、仕事や就学、
家族の介護などで昼間保護者のいない
家庭の小学校に就学している児童に対
して、適切な遊びと生活の場を提供し、
児童の健全な育成を図るものです。
　令和５年度からは、民間の放課後児
童クラブが２クラブ新設され、12 ク
ラブ（18 クラス）となる予定です

（★のついているクラブが新設予定です）。
放課後児童クラブの運営は、法人や指
定管理者などに委託しています。
　受付開始日時や申請方法などが異な
りますので、各クラブへお問い合わせ
ください。
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クラブ名 学区 問い合わせ先☎

牛窓ルンビニ児童クラブ 市内（応相談）
0869-34-2309

（社会福祉法人 報恩会）★邑久ルンビニ児童クラブ 

（令和５年４月開設予定）
邑久

キッズクラブ 裳掛 0869-25-0133
（社会福祉法人 報恩会）

ゆめクラブうみ組・もり組 市内（応相談）

0869-34-9330
（NPO 法人 あいあいの杜）

今城っ子クラブ１組・２組 今城

★オリーブクラブ

（令和 5 年４月開設予定）
邑久

長船ちとせ児童クラブ 国府・行幸 0869-26-3988
（社会福祉法人 ちとせ交友会）

美和っ子クラブ 美和 0869-26-2713
（美和っ子クラブ）

邑久オアシスクラブ 邑久
0869-24-8125

（NPO 法人 おかやま放課後
児童クラブ運営機構）

みゆキッズクラブ１組・２組 行幸
0869-26-3355

（NPO 法人 おかやま放課後
児童クラブ運営機構）

第１・第２ひまわりクラブ 国府
0869-26-6621

（NPO 法人 おかやま放課後
児童クラブ運営機構）

放課後児童クラブの学区など放課後児童クラブの学区など

お住まいの地域の児童相談所につながります（通話料無料）。
※一部の IP 電話からはつながりません。

※邑久学区のゆめっこクラブ（☎ 0869-24-2702）の入所受付は、すでに終了していますが、
　定員に空きがある場合は受入れが可能ですのでご相談ください。

放課後児童クラブの入所受付を開始します放課後児童クラブの入所受付を開始します

　
　
コ
コ
ロ
を
育
て
る
運
動
遊
び
プ
ロ
グ
ラ
ム

    

　
　 

子
育
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

申し込みフォーム
はこちら

子育て関連情報子育て関連情報



　
　保育園・こども園への入園を希望する人は申込案内
を確認し、希望施設を見学のうえ、次のとおり申し込
んでください。なお、見学するためには事前に施設へ
の連絡が必要です。

▽入園要件
１．保護者が就労などにより保育が必要な場合で、　
　保育園・こども園での保育利用を希望する場合
２．１以外の３歳～５歳児で、こども園での教育利　
　用を希望する場合

▽受付期間　11 月 21 日（月）～ 11 月 30 日（水）
　午前８時 30 分～午後５時 15 分（土、日、祝日を除く）

▽受付場所
　在園児・転園児・・・利用中の保育園・こども園
　それ以外（新規など）・・・子育て支援課

▽申込書類配布場所　各保育園・こども園、子育て　
支援課、市民課、牛窓支所、裳掛出張所
※入園案内・申込書類は 11 月１日（火）から配布　
　予定です。事前に受け取り、必要書類を準備の上、
　受付期間内に提出できるようにしてください。

▽利用者負担額　前期（４～８月）・後期（９～翌
　年３月）に分けて、保護者などの市民税額によっ
　て決定します。

▽その他　年度途中から入園希望の人もこの期間内
　に申し込んでください。ただし、出生前の申し込
　みはできません。また、書類に不足や不備などが
　ある場合は、申込受付ができませんのでご注意く
　ださい。
　子育て支援課　☎０８６９ - ２６ - ５９４６ 

保育園・こども園の募集定員と問い合わせ先など

問

14広報 せとうち No.2162022.    1115

対象 認定区分 利用施設

満３歳以上の幼児について、幼稚園
などでの教育を希望する場合 １号認定 幼稚園、認定

こども園

満３歳以上の幼児について、「保育
を必要とする事由」に該当し、保育
園などでの保育を希望する場合

２号認定 保育園、認定
こども園

満３歳未満の乳幼児について、「保
育を必要とする事由」に該当し、保
育園などでの保育を希望する場合

３号認定 保育園、認定
こども園など

教育・保育給付認定の３つの区分教育・保育給付認定の３つの区分 保育の必要量に応じた区分保育の必要量に応じた区分
２号、３号認定については、保育が必要な時間によって、

「保育標準時間」認定と「保育短時間」認定に区分され
ます。

幼 稚 園 の 入 園 募 集幼 稚 園 の 入 園 募 集

　幼稚園・保育園・こども園を利用するには、教育・保育の必要性に応じた「教育・保育給付認定」を受ける　幼稚園・保育園・こども園を利用するには、教育・保育の必要性に応じた「教育・保育給付認定」を受ける
ことが必要です。教育・保育給付認定には、下表のとおり区分があり、市が認定する１～３号の区分に応じて、ことが必要です。教育・保育給付認定には、下表のとおり区分があり、市が認定する１～３号の区分に応じて、
幼稚園・保育園・こども園などが利用できます。幼稚園・保育園・こども園などが利用できます。
　なお、保育園・こども園に申し込む場合は、同時に幼稚園へ申込書類を提出することはできません。いずれ　なお、保育園・こども園に申し込む場合は、同時に幼稚園へ申込書類を提出することはできません。いずれ
か 1 つの施設を第１希望とし、指定の窓口へ申込書類を提出してください。か 1 つの施設を第１希望とし、指定の窓口へ申込書類を提出してください。

　幼稚園は、幼児を保育し、幼児の健やかな成長の
ために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長
することを目的とする学校教育法に定められた教育
機関です。入園手続きは、次のとおりです。各幼稚
園に備え付けの書類に必要事項を記入し、入園を希
望する幼稚園に提出してください。

▽対象者
①新３歳児（平成 31 年４月２日～令和２年４月１日生）
②新４歳児（平成 30 年４月２日～平成 31 年４月１日生）
③新５歳児（平成 29 年４月２日～平成 30 年４月１日生）

▽受付期間　11 月 21 日（月）～ 12 月 9 日（金）
※入園願、認定申請書は 11 月 14 日（月）から
　各幼稚園、総務学務課（牛窓支所内）で配布します。

幼稚園の募集定員と問い合わせ先・申込先

園名 問い合わせ先
・申込先☎

　　　　　　  定員　　            　人

３歳児 ４歳児 ５歳児 預かり保育

牛窓東 0869-34-2104 20 30 30 20

邑久 0869-22-0027 40 60 70 30

国府 0869-26-3446 40 60 60 30

行幸 0869-26-3447 40 60 60 30

今城 令和３年度から今城こども園へ移行しました。

牛窓西、美和 現在休園中です。総務学務課へお問い合わせください。

※申し込みが定員を超える場合は、抽選となる場合があります。
※申し込み人数によって、集団生活を通じての幼稚園教育が
　難しいと判断したときは休園となることがあります。

▽保育時間　月～金曜日（祝日を除く）
○３歳児 　午前８時 30 分～午前 11 時 30 分（給食なし）
※６月からは月～水曜日が午後１時 30 分、９月か
　らは月～金曜日が午後２時までの保育です。
※午後保育がある日は弁当を持参してください。
○４・５歳児　午前８時 30 分～午後２時（給食あり）

▽利用者負担額　無償
※給食費、材料費などは別途徴収します。

　幼稚園の保育時間終了後、希望する在園児を幼稚
園で預かることができます。
　預かり保育には、年間預かり保育と一時預かり保
育の２種類があります。申込方法など、詳しくは入
園を希望する幼稚園にお問い合わせください。

▽対象者　幼稚園へ通園する園児（３歳～５歳児）
　で保護者が預かり保育を希望する人
※３歳児は、午後保育がある日のみ預かります。

▽保育時間　幼稚園降園時～午後６時
　（長期休業中は、午前８時 30 分～午後６時）
※土・日曜、祝日、長期休業中の学校閉庁日、年末
　年始は利用できません。

▽預かり保育料
①年間預かり保育　月額 6,000 円（８月は 10,000 円）
②一時預かり保育　日額 500 円（８月は 1,000 円）
※請求により給付が受けられる場合があります。
　詳しくは、総務学務課へお問い合わせください。

預かり保育について預かり保育について

令和５年度の幼稚園・保育園・こども園の入園募
集を開始します。申込受付期間や対象年齢、保育
時間などをお知らせします。

令和５年度 幼稚園・保育園・こども園の入園募集令和５年度 幼稚園・保育園・こども園の入園募集

区分 内容

保育標準時間
保育園・こども園開所時間の内、園
の指定する 11 時間の枠の中で、必要
とする保育を利用できます。

保育短時間
保育園・こども園開所時間の内、園
の指定する８時間の枠の中で、必要
とする保育を利用できます。

保 育 園 ・ こ ど も 園 の 入 園 募 集保 育 園 ・ こ ど も 園 の 入 園 募 集

公
私 区分 園名 問い合わせ先 定員

（予定）人
入園対象年齢

教育時間 延長保育
・

預かり保育
保育標準時間

保育短時間

私
立

保 牛窓ルンビニ
保育園 0869-34-2309 80 ２カ月から就学まで 標  7：00 ～ 18：00

有
短  8：30 ～ 16：30

保 あいあい保育園 0869-34-9330 70 ２カ月から就学まで 標  7：00 ～ 18：00
有

短  8：30 ～ 16：30

邑久ルンビニ
こども園

（R5.4.1 開園予定）

開園前のため、
牛窓ルンビニ保育園へ
(0869-34-2309)

90
３歳児から就学まで 　  8：30 ～ 13：30

有
２カ月から就学まで

      7：00 ～ 18：00
      8：30 ～ 16：30

こ
長船ちとせ
こども園 0869-26-3988 100

３歳児から就学まで 教  9：00 ～ 13：00 
有

２カ月から就学まで
　 7：00 ～ 18：00
     8：30 ～ 16：30

あいあい
わくわく保育園

（R5.4.1 開園予定）

開園前のため、
あいあい保育園へ

（0869-34-9330）
19 ２カ月から２歳児まで 標 7：00 ～ 18：00

有
短 8：30 ～ 16：30

公
立

保 邑久保育園 0869-22-0089 140 ６カ月から就学まで 標  7：30 ～ 18：30
有

短  8：30 ～ 16：30

保 福田保育園 0869-22-0457 156 ６カ月から就学まで 標  7：30 ～ 18：30
有

短  8：30 ～ 16：30

保 長船西保育園 0869-26-4401 126 ６カ月から就学まで 標  7：30 ～ 18：30
有

短  8：30 ～ 16：30

保 長船東保育園 0869-26-3326 105 ６カ月から就学まで 標  7：30 ～ 18：30
有

短  8：30 ～ 16：30

今城こども園 086-942-4351 121
３歳児から就学まで 　　　　　    8：30 ～ 14：00

有
６カ月から就学まで

　  7：30 ～ 18：30
      8：30 ～ 16：30

こ 裳掛こども園 0869-25-0769 50
３歳児から就学まで 教  8：30 ～ 14：00

有
６カ月から就学まで

標  7：30 ～ 18：30
短  8：30 ～ 16：30

　保…保育園　こ…こども園　　…小規模保育事業所　教…教育時間　標…保育標準時間　短…保育短時間 問　総務学務課　☎０８６９ - ３４ - ５６４０

小

教
こ 標

短

標

短

教

標
短

こ

小

小



　

・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
肉
体
疲
労

　

・
病
気
（
神
経
痛
・
五
十
肩
・
ヘ

　
ル
ニ
ア
な
ど
）
か
ら
く
る
痛
み

　

・
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病

　

・
外
科
、
整
形
外
科
で
治
療
中
の

　
も
の
（
同
時
期
・
同
部
位
）

　

・
負
傷
原
因
が
外
傷
性
で
な
い
場
合

　

・
労
働
災
害
や
通
勤
災
害
の
場
合

　

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
目
的
な
ど

※
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
医

　
療
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

　
「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
内

　
容
の
点
検
と
施
術
内
容
の
調
査

　
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康

　
保
険
が
使
え
な
い
施
術
に
該
当

　
す
る
と
き
は
、
全
額
自
己
負
担

　
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
負

　
傷
名
、負
傷
原
因
、負
傷
部
位
、

　
施
術
日
、
施
術
内
容
、
通
院
回

　
数
、
支
払
金
額
を
確
認
し
て
、

　

必
ず
自
分
で
署
名
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※
必
ず
領
収
証
を
発
行
し
て
も
ら

　
い
、
金
額
の
確
認
を
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※
市
か
ら
施
術
内
容
を
お
尋
ね
す

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

国
保
年
金
医
療
給
付
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

　　　　知っ得！せとうち便知っ得！せとうち便　　　　

相  

談
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11
月
15
日
か
ら
狩
猟
期
間
が
始

ま
り
ま
す
。

　
狩
猟
期
間
は
、
原
則
と
し
て
令

和
５
年
２
月
15
日
ま
で
で
す
が
、

岡
山
県
に
お
い
て
は
イ
ノ
シ
シ
と

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
限
っ
て
狩
猟
期
間

を
１
カ
月
延
長
し
、
令
和
５
年
３

月
15
日
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

　
狩
猟
期
間
中
に
野
山
へ
出
か
け

る
際
に
は
、
目
立
つ
色
の
服
装
を

心
掛
け
、
わ
な
の
標
識
が
あ
る
場

所
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
す
る

な
ど
、十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
狩
猟
者
は
関
係
法
令
と

マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
を
最
優
先

し
た
狩
猟
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
岡
山
県
鳥
獣
対
策
室

☎
０
８
６-
２
２
６-

７
４
３
９

　

岡
山
県
備
前
県
民
局
森
林
企
画
課

☎
０
８
６-
２
３
３-

９
８
３
２

問

  

狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

問 問

　
整
骨
院
な
ど
の
看
板
や
広
告
に

「
各
種
保
険
取
扱
」
と
あ
っ
て
も
、

国
民
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
と

使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
施
術
を
受
け
る
際
に
は
、
負
傷

原
因
を
正
確
に
伝
え
、
国
民
健
康

保
険
の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
理

解
し
た
上
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
国
民
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
】

　

・
骨
折
、
脱
臼
（
緊
急
の
場
合
を

　
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
同

　
意
を
得
る
こ
と
が
必
要
）

　

・
打
撲
、
挫
傷
（
肉
離
れ
を
含
む
）

【
国
民
健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合
】

　

・
日
常
生
活
に
よ
る
疲
れ
、
体
調

　
不
良
や
単
な
る
肩
こ
り

知っ得！
せとうち便せとうち便

お
知
ら
せ

  

整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道

  

整
復
師
の
施
術
を
受
け
る
人
へ

　
瀬
戸
内
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
人
を
対
象
に
し
た
令
和
４
年
度

の
特
定
健
診（
ワ
ン
コ
イ
ン
健
診
）

は
、
12
月
16
日
で
終
了
し
ま
す
。

　
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、

左
表
を
確
認
し
、
お
早
め
に
受
診

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
保
年
金
医
療
給
付
課

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
０
９
６

問

  

瀬
戸
内
市
国
民
健
康
保
険

  

特
定
健
診
の
受
診
は

  

お
早
め
に

40 ～ 74 歳の瀬戸内市国民健康保険被保険者を対象とした
「瀬戸内市特定健診（ワンコイン健診）」

これから受診する
予定の人

12 月 16 日（金）までに市内、岡山市または備前市（一部除く）
の医療機関で受診してください。
※受診の際は、事前に医療機関にお問い合わせください。

医療機関に
通院している人

かかりつけ医に相談の上、診療情報の提供にご協力をお願い
します。

医療機関で
「人間ドック」を

受けている人

全額自費で人間ドックを受けた人は、申請により 5,000 円の
助成が受けられます。
※市の特定健診や人間ドックを受けた人、職場などで人間
　ドックの補助を受けた人は除きます。

　
市
で
は
、
在
宅
の
要
介
護
者
や

障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
、
災
害
時

に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

人
の
情
報
を
掲
載
し
た
「
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
」
を
作
成
し
、

同
意
し
た
人
の
情
報
を
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
警
察
、
消
防
団
、
自

主
防
災
組
織
、
民
生
委
員
児
童
委

員
に
事
前
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

災
害
時
の
避
難
支
援
な
ど
に
役
立

て
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
対
象
者
一
人
ご
と
に
、

災
害
時
の
避
難
行
動
な
ど
を
あ
ら

か
じ
め
確
認
す
る
た
め
の
「
個
別

避
難
計
画
」
の
作
成
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
市
か
ら
12
月
上
旬

に
同
意
書
と
個
別
避
難
計
画
の
記

入
様
式
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
危

機
管
理
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
対
象
者
以
外
の
人
で
名

簿
へ
の
登
録
な
ど
を
希
望
す
る
場

合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限　

　
令
和
５
年
２
月
10
日
（
金
）

　

危
機
管
理
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

  

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
・

  

個
別
避
難
計
画
の
作
成

問

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法

お
よ
び
地
方
税
法
上
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所

得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
控
除
の
対
象
と
な
る

の
は
、
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
４
年
12
月
31
日
ま
で
に
納
め

ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過

去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険

料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
子

ど
も
な
ど
）
の
負
担
す
べ
き
国
民

年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場

合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
中
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会

保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
次
の
と
お
り
「
社

会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
ら
れ
る
予
定
で
す
の
で
、

届
い
た
証
明
書
は
大
切
に
保
管

し
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
な
ど

に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
11
月
上
旬
に
発
送
さ
れ
る
人

　

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

４
年
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

②
令
和
５
年
２
月
上
旬
に
発
送
さ

　

れ
る
人

　

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
令
和

４
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
（
①

に
該
当
す
る
人
は
除
く
）

　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

０
０
４

（
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で
か
け
る
場
合
）

☎
０
３-

６
６
３
０-

２
５
２
５

●
月
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

●
第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）
と

　

12
月
29
日
～
令
和
５
年
１
月
３

　

日
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

岡
山
東
年
金
事
務
所 

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
５

（
自
動
音
声
案
内
２
番
）

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

は
全
額
が

　

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

問 問

※「けんこう 39 健診」（20 歳～ 39 歳までの瀬戸内市国民健康保険被保険者）「後期高齢者健診」（75※「けんこう 39 健診」（20 歳～ 39 歳までの瀬戸内市国民健康保険被保険者）「後期高齢者健診」（75
　歳以上の瀬戸内市後期高齢者医療被保険者）も市内医療機関のみで受診可能です。　歳以上の瀬戸内市後期高齢者医療被保険者）も市内医療機関のみで受診可能です。

障害者週間とは、障がいのある人の福祉について国民の関心と理解を深めるとともに、障がいのある人が社
会、経済、文化そのほかのあらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めるために定められています。

12 月３日（土）～９日（金）は12 月３日（土）～９日（金）は「障害者週間」「障害者週間」ですです

共交通機関で席を譲る、困っているようであれば声をかけるなど、思いやりのある行動をお願いします。

▽ 対象者　義足などを使っている人や内部障がいの人、妊娠初期の人など、援助や配慮を必要としている人

▽ 交付および申請場所　福祉課（ゆめトピア長船）、市民課、牛窓支所、裳掛出張所

▽ 費用　無料

　「障害者週間」に合わせてヘルプマークとヘルプカードをご紹
介します。
　ヘルプマークは、援助や配慮が必要なことが外見から分かりに
くい人が、周囲に配慮を必要としていることを知らせるための
マークです。ヘルプカードは、いざというときに手助けしてもら
いたいことや自分の情報（障がいなどの特性や連絡先など）を記
載するカードです。身に付けておくことで、困ったときに周囲に
手助けをお願いしやすくなります。
　ヘルプマークやヘルプカードを身に付けた人を見かけたら、公

ヘルプマーク ヘルプカード（瀬戸内市版）

ヘルプマーク・ヘルプカードとは？ヘルプマーク・ヘルプカードとは？

　福祉課
☎０８６９ - ２６ - ５９４３
FAX ０８６９ - ２６ - ８００２

問



　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
11

月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
７
日

間
、
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
近
年
、
複
数
棟
全
焼
す
る
大
規

模
な
建
物
火
災
が
全
国
的
に
相
次

い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
、
家
で
過
ご
す
時
間

が
増
え
る
中
、
家
庭
内
で
防
火

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
・
交
換
！

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
方
法
】

　
本
体
の
ボ
タ
ン
を
押
す
か
、
付

属
の
ひ
も
を
引
き
ま
す
。
正
常
な

場
合
、
正
常
を
知
ら
せ
る
音
声
や

警
報
音
が
鳴
り
ま
す
。

　
少
な
く
と
も
年
２
回
（
春
・
秋

季
火
災
予
防
運
動
の
時
期
な
ど
）

は
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
反
応
し
な

い
場
合
は
す
ぐ
に
交
換
し
ま
し
ょ

う
。
交
換
の
目
安
は
10
年
で
す
。

　

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
４
９
３

　
糖
尿
病
は
、
放
置
し
続
け
る
と

全
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
引
き

起
こ
し
、
や
が
て
人
工
透
析
や
手

足
の
切
断
、
失
明
な
ど
、
日
常
生

活
に
大
き
な
障
害
を
も
た
ら
し
ま

す
。
そ
れ
ら
の
重
症
化
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
生
活
改
善
と
早
期
か
ら

の
適
切
な
治
療
が
大
切
で
す
。
重

症
化
し
て
手
遅
れ
に
な
る
前
に
、

今
か
ら
で
き
る
予
防
法
を
学
び
ま

せ
ん
か
。

▽
日
時

　

12
月
８
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
テ
ー
マ

　
糖
尿
病
性
腎
症
予
防
「
守
ろ
う

　
腎
臓
！
防
ご
う
腎
臓
病
！
」

▽
講
師　
内
田　
治
仁
氏

　
（
岡
山
大
学
大
学
院
教
授
）

▽
定
員　
40
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
期
限　
12
月
２
日
（
金
）

　
　

国
保
年
金
医
療
給
付
課

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
０
９
６

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
９
７
３

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ
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相  

談

　
福
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
が
、
令
和
４
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
で
使
用
す
る
備

品
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
の
行
う
地
域
の
連
帯
感
に
基

づ
く
自
治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
事

業
を
対
象
に
助
成
を
行
う
も
の

で
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
て
い
ま
す
。

　
企
画
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

  
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

問

問

問
申

  

宝
く
じ
の
助
成
金
で

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
用

  

備
品
を
購
入

　　　　知っ得！せとうち便知っ得！せとうち便　　　　

ミミニニ手手話話ココーーナナーー
≪≪手手話話でで【【身身近近なな言言葉葉】】をを表表現現ししててみみよようう‼‼≫≫

左手を開き手のひ

らを上に向け、

右手の人差指で

シュッシュッと

右斜め前に２回

スライドさせます

イラスト協力

※
ス
マ
ホ
を
操
作
す
る
仕
草

右手で指文字の

ツ にして、親指

と人差指・中指を

開いたり閉じたり

します

両手を指文字の

Ｌ の形にして、

胸の前で交互に前

後させます

両手を指文字の

ア の形にして、

親指を上下に構え、

同時に右周りに回

します

※
ツ
イ
ッ
タ
ー
の

ツ

と

鳥
が
つ
ぶ
や
く
様
子

（ライン）

△

募集団地
団地名 所在地 構造 規格 戸数

津行団地 牛窓町長浜
6865  - - 6262

簡耐
２階建 ３ＤＫ ３戸

中村団地 牛窓町長浜
3630  - - 11

簡耐
２階建 ３ＤＫ ２戸

粟利郷団地 牛窓町長浜
6851 6851 - 3- 3

木造
２階建 ３ＤＫ １戸

西浜団地 牛窓町鹿忍
847 847 - 41- 41

簡耐
２階建 ３ＤＫ １戸

東町団地 牛窓町牛窓
2229 2229 -- 3 3

簡耐
２階建 ３ＤＫ ２戸

飯井団地Ⅱ 長船町飯井長船町飯井
744744

簡耐
２階建 ３ＤＫ １戸

募　
　

集

　
市
で
は
、
左
表
の
と
お
り
市
営

住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
日　

12
月
１
日
（
木
）

▽
申
込
期
間　
11
月
１
日
（
火
）

　
～
15
日
（
火
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
　

建
築
住
宅
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

問
申

  

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

  

募
集
し
ま
す

  

糖
尿
病
性
腎
症
予
防

  

講
演
会

オミクロン株対応ワクチン接種のお知らせオミクロン株対応ワクチン接種のお知らせ

　９月 28 日から、オミクロン株に対応した新型コロナワクチン接種が始まっています。
▷ワクチンの種類
　オミクロン株と従来株に対応した 2 価ワクチン（ファイザー社製、モデルナ社製）
▷対象者
　初回接種を完了した 12 歳以上の人のうち前回の接種（2 ～ 4 回目）から所定の期間が経過し、
　接種可能な時期を迎えた人
▷接種場所
　①接種を実施する岡山県内の医療機関
　②ゆめトピア長船などでの集団接種
※岡山県営の集団接種会場もあります。接種場所などの詳細や最新情報については県や市のホームページ
　をご確認ください。
▷接種費用
　無料
▷持参物
　予診票、予防接種済証、本人確認書類（健康保険証、運転免許証、マイナンバーカードなど）
　紛失などで接種券がお手元にない人は再発行できますので、問い合わせ先へ連絡してください。
▷予約方法
　①インターネット②瀬戸内市公式 LINE ③コールセンター
　詳細は接種券に同封している資料またはホームページをご確認ください。
※電話予約は混雑が予想されますので、できるだけインターネットでの予約をお願いします。
　電話がつながりにくい場合は、時間をおいておかけ直しください。

【ワクチン接種に関する問い合わせ先】
瀬戸内市新型コロナワクチン接種相談窓口
☎０８６９ - ２４ - ８０３０
受付時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時

岡山県営会場情報 HP 瀬戸内市ワクチン情報 HP

コミュニティ活動で使用するパソコンや
プリンターなどを整備しました。

   
瀬戸内はつらつ教室 （美和）瀬戸内はつらつ教室 （美和）

　はつらつ教室は、週に 1 回程度、瀬戸内
市オリジナルの体操などを行っています。
　今回、地元に教室がない人などの通いの
場として「瀬戸内はつらつ教室（美和）」
を開設します。

▷日時　11 月 18 日（金）より毎週金曜日
　午前９時 30 分～午前 11 時
▷場所　旧美和図書室（長船町飯井 190-
　2）（長船町公民館美和分館隣）
▷対象　近くにはつらつ教室がない人など
　※参加条件がありますので、問い合わせ
　　先までご相談ください。
▷定員　10 人　
　※定員になり次第締め切ります
▷申込期限　11 月１日（火）～ 11 日（金）
                         まで
　　瀬戸内市地域包括支援センター
☎０８６９ - ２４ - ７７１８
問申　瀬戸内市消費生活センター　　☎０８６ ９ - ２４ - ８０１１

※消費生活相談は「消費者ホットライン 188（イヤヤ）」も利用できます。
問

あれも　これも　すべて契約

お医者さんに行く



　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

は
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女
性
の

人
権
問
題
に
関
す
る
専
用
相
談
電

話
で
す
。

　
岡
山
地
方
法
務
局
と
岡
山
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
次
の

７
日
間
を
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と

し
、
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に

つ
い
て
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
期
間　

　
11
月
18
日
（
金
）
～
24
日
（
木
）

▽
受
付
時
間　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
は
午
前

　
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▽
相
談
員　

法
務
局
職
員
、
人
権

　
擁
護
委
員

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

相　
　

談

 「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

  

強
化
週
間

　　　　知っ得！せとうち便知っ得！せとうち便　　　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ
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相  

談

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
「
せ
と

う
ち
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
18
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
図
書
館

▽
テ
ー
マ　

　
「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
人
権
」

▽
講
師　
眞
野　
豊
氏
（
国
立
大

　
学
法
人
鳴
門
教
育
大
学
大
学
院

　
学
校
教
育
研
究
科　
言
語
・
社

　
会
系
教
科
実
践
高
度
化
コ
ー
ス

　
准
教
授
）

▽
定
員　

20
人（
要
約
筆
記
あ
り
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
の
影
響
に
よ
り
、
中
止
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
市
民
課
人
権
啓
発
室

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

 ブロッコリーの簡単ケーキ

◆作り方
①ブロッコリーはみじん切りにする。
②ボウルに卵を割り入れて混ぜ、　を
　加えて混ぜる。
③ホットケーキミックス、おからパウ
　ダー、①を加えて混ぜる。
④炊飯器に生地を入れ、通常炊飯する。
⑤炊きあがったら釜から出し、粗熱を
　とる。

●ブロッコリー（１株）
●卵（２個）
●ホットケーキミックス（180g）
●おからパウダー（20g）
●きび砂糖（大さじ３）
●はちみつ（大さじ１）
●サラダ油（大さじ１）
●無調整豆乳（60cc)

◆◆材料材料（20cm のホールケーキ 1 台分）

Ａ 今城地区栄養改善協議会です。今城地区栄養改善協議会です。

　健康づくり推進課
☎０８６９ - ２６ - ５９６１

問   
第
１
回

  「
せ
と
う
ち
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

                                 （
全
２
回
）

問
申

年金相談年金相談

　年金事務所の職員が、年金
の相談に応じます。相談を希
望する人は、事前に予約をし
てください。
▷日時　11 月 17 日（木）
　・午前 10 時～正午
　・午後１～３時
▷場所　瀬戸内市役所
▷相談料　無料
　　岡山東年金事務所
☎０８６ - ２７０ - ７９２５

（自動音声案内１番）

問予

問

催
し
物

 　

神
々
の
視
座

　
　
　
　

ー
井
手
康
人
ー

　
井
手
康
人
は
瀬
戸
内
市
在
住
の

日
本
画
家
で
、
日
本
美
術
院
の
同

人
（
正
会
員
）
に
推
挙
さ
れ
、
現

在
で
は
日
本
画
壇
を
牽
引
す
る
存

在
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ

島
を
毎
年
取
材
し
、
一
人
の
踊
り

子
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
神
秘
的
な

世
界
を
描
き
続
け
ま
し
た
。
井
手

康
人
展
で
は
、
井
手
の
院
展
出
品

作
を
中
心
に
、
代
表
作
、
大
作
を

一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
バ
リ
の
神

輿
や
伝
統
的
な
カ
ヌ
ー
な
ど
も
展

示
し
、
井
手
の
絵
画
に
お
け
る
世

界
観
と
と
も
に
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　
10
月
９
日
（
日
）

　
～
令
和
５
年
１
月
15
日
（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
毎
週
月
曜

　
日
、
祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

▽
観
覧
料　
一
般
９
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

  

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  

展
覧
会

　
８
０
０
円
、オ
リ
ー
ブ
会
員（
友

　
の
会
）
４
５
０
円
、
中
学
生
以

　
下
無
料

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-
３
１
３
０

問

井手康人「山乃神」　2020 年井手康人「山乃神」　2020 年

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
り
、
展
覧
会
の

開
催
期
間
な
ど
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

Ａ

 ブロッコリーは
瀬戸内市の特産物です

「書楽家時間」 でっかく書こう！筆！墨！紙！「書楽家時間」 でっかく書こう！筆！墨！紙！
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を開催しますを開催します
　市では、書楽家として揮毫やデザインの仕事を主軸に活動している安田有吾氏をお招きし、東京を中心に全
国で実施しているワークショップ「書楽家時間」を開催します。このワークショップでは、書道教室というよ
り「想う」「考える」「書く」「描く」「作る」「見る」「観てもらう」など、さまざまな要素を楽しみつつ、「書」
を通して表現の多様性やそれぞれの想いに触れていく、そんな「時間」が体験できます。
　年齢性別問わず楽しめる内容となっています。ご参加お待ちしています。

▷日時　12 月４日（日）　午後３～５時
▷場所　瀬戸内市中央公民館　多目的ホール
▷講師　書楽家　安田  有吾 氏
▷定員　20 人　※定員になり次第、受付を終了します。
▷対象　小学１年生から大人まで　
▷申込方法　電話、メール、FAX、申込フォームからのいずれか
※メールまたは FAX の場合は、参加者の①名前　②住所　③電話番号　
　④年齢（学年）をお知らせください。
　　 市民課人権啓発室
☎０８６ ９ - ２２ - ３９２２　　mail：jinken@city.setouchi.lg.jp
FAX ０８６９ - ２２- ３９７３

問申

ワークショップの一例ワークショップの一例安田 有吾 氏安田 有吾 氏

申し込みフォーム申し込みフォーム

引き続き感染拡大防止へのご協力をおねがいします引き続き感染拡大防止へのご協力をおねがいします
　オミクロン株は、感染拡大の速度が非常に速いのが特徴ですが、このウイルスに　オミクロン株は、感染拡大の速度が非常に速いのが特徴ですが、このウイルスに
対しても基本的な感染対策が有効です。対しても基本的な感染対策が有効です。
　また、季節性インフルエンザも流行する時期です。大切な人や私たちの日常を守　また、季節性インフルエンザも流行する時期です。大切な人や私たちの日常を守
るためにも基本的な感染対策の徹底をお願いします。るためにも基本的な感染対策の徹底をお願いします。

眞野　豊 氏眞野　豊 氏



2022 年 　　 月の予定

人の動き《令和４年 10 月１日現在、かっこ内は前月比》

人口 ３６，５２８人 （－　５） 男 １７，６８３人  （＋３５）

世帯 １５，８７２世帯 （＋２６） 女 １８，８４５人  （－４０）
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投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、住所、生年月日、家族（氏名、続柄：
２人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・川柳・詩
③催し物の告知や募集
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所・日時、コメント、
市ホームページへの掲載可否などを記入
★応募方法
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
FAX・電子メールなどで秘書広報課へ送付
してください。匿名・ペンネームを希望す
る場合は、その旨もお書きください。
　　秘書広報課
〒 701 - 4292   瀬戸内市邑久町尾張 300 - １
☎０８６９ - ２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail：hiroba@city.setouchi.lg.jp

問応

11 月 30 日（水）が納付期限の市税・保険料
国民健康保険税【５期】介護保険料【５期】

１ 火

2 水 ⑧１歳６カ月児健診【対象：令和３年４月生】
　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

3 木 文化の日

4 金 ⑤離乳食講習会【対象：７～ 12 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船
⑨窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

5 土 体 瀬戸内市体協ゴルフ大会　9：00 ～　長船カントリークラブ

6 日
体 瀬戸内市秋季野球大会 1 日目　
　8：30 ～　邑久スポーツ公園・長船スポーツ公園
体 スポーツ吹矢岡山東地区交流会　9：00 ～　玉津体育館

7 月
8 火 ⑥こころの健康相談　9：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船

9 水 ⑧乳児健診（４カ月児）【対象：令和４年６月生】
　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

10 木 ⑧２歳児健診【対象：令和２年 7 月生】　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

11 金 ⑦精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

12 土

13 日

⑩マイナンバーカード申請・交付休日窓口　9：00 ～ 16：30　瀬戸内市役所
体 歩こう会　 黒井山・等覚寺コース　9：00　黒井山グリーンパーク駐車場集合
体 瀬戸内市秋季野球大会２日目　
　8：30 ～　邑久スポーツ公園・長船スポーツ公園
体 秋季ソフトバレーボール大会　７：00 ～　牛窓中学校
体 瀬戸内市後期卓球大会　9：00 ～　長船スポーツ公園
体 クラス別瀬戸内市ダブルテニス大会　
　9：00 ～　邑久スポーツ公園

14 月
15 火

16 水
①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
③住宅増改築相談 　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑧３歳児健診【対象：令和１年５月生】　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

17 木 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所

18 金 ⑤離乳食講習会【対象：４～６カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船

19 土
20 日
21 月
22 火 ④育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

23 水
勤労感謝の日
⑪こどもパーク整備に向けてのワークショップ【要予約・無料】
　　10：30 ～、13：10 ～、15：00 ～　ゆめトピア長船

24 木
25 金 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船

26 土

27 日

⑩マイナンバーカード申請・交付休日窓口　9：00 ～ 16：30　瀬戸内市役所
⑫「第一印象向上セミナー＆森の中でまったり焚火婚活」　
　12：00 ～　セミナー：ゆめトピア長船、交流会：長船美しい森
体 瀬戸内リーグ　
　7：00 ～　邑久スポーツ公園・長船スポーツ公園

28 月
29 火
30 水

刀 美

問予

11

休
館
日

※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

①行政相談（主に行政全般に関する相談）　　　　　　  
　【相談員：行政相談委員（予約不要・無料）】
　問総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問市民課人権啓発室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
③住宅増改築相談�
　問建築住宅課　☎０８６９ - ２２ - ２６４９
④育児相談（乳幼児に関する相談）�
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑤離乳食講習会�
　【対象：生後４カ月以上の乳児の保護者（要予約・無料）、
　  定員：４～６カ月児  ８人、７～８カ月児  ６人、９～ 12 カ月児  ６人】
　 健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６１
⑥こころの健康相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６１
⑦精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）�
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑧子どもの健診�
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑨窓口業務の時間延長（市民課、税務課等の業務の一部）　　　
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い
　　合わせください。
　問　・市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５
　　 ・ 国保年金医療給付課　☎０８６９ - ２２ - １７９０
　　・税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４
⑩マイナンバーカード申請・交付休日窓口　　　　　　　
　問市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５
⑪こどもパーク整備に向けてのワークショップ�
　問予こども政策課　☎０８６９ - ２４ - ８０１５
⑫「第一印象向上セミナー＆森の中でまったり焚火婚活」　�
　問備前市・瀬戸内市結婚支援協議会　☎０８６９ - ２４ - ８０１５
※①～⑩の日時は、左のカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問消費生活センター　☎０８６９ - ２４ - ８０１１
○発達障害専門相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課　☎０８６９ - ２６ - ５９４３

問い合わせ・予約先など問い合わせ・予約先など

刀 備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７
美 瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９ - ３４ - ３１３０
体 瀬戸内市体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１
　　ＨＰ　https://setouchi-taikyo.or.jp/
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日
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砂浜で遊ぼう！ in 牛窓海岸砂浜で遊ぼう！ in 牛窓海岸

▷日時　11 月 13 日（日）・14 日（月）　
　午前９時 30 分〜午前 11 時（受付開始は午前９時１0 分）
　※小雨決行（気温や雨量によっては中止する場合があります）
▷場所　牛窓海水浴場（牛窓町牛窓）
▷内容　サンドアートに挑戦しよう！砂で海の生き物づくりや、
　その遊びなど、砂浜で外遊びを楽しみます。
▷持ち物　飲み物、帽子、タオル、着替え、あれば大きなスコッ
　プ　や大きなバケツ、手足洗い用にペットボトルの水
▷参加費　無料
▷申込み　不要
▷定員　なし
　　こどもひろばサポート　☎０８６９ - ２２ - ２６８２

　岡山県立図書館において、相続に関するセミナーと、司法書士、税
理士、土地家屋調査士による相談会を開催します。相続や遺言、税金（確
定申告に関するものは除く）、境界などについてお困りの人は、ぜひご
相談ください。
　予約した人が優先で、相談料は無料、相談内容は秘密を厳守します。
図書館への来館が難しい人はオンライン、電話などでの相談も可能な
限り受け付けますのでご相談ください。

セミナーおよびセミナーおよび
専門職による無料相談会専門職による無料相談会

　

智
ち な い た け お

内威雄ハートフルコンサート

▷日時　11 月 13 日（日）午後１時開演（午後０時 30 分開場）
▷場所　ゆめトピア長船２階　夢いっぱいホール
▷入場料　一般 2,000 円　小中高生 1,000 円（未就学児童不可）
　一般社団法人瀬戸内アーツカウンシル事務局
☎０８６９ - ２６ - ６５８０　メール：info@setouchiartscouncil.com
問

　新型コロナウイルス感染症の拡大状況に
よっては、イベント・相談などが中止また
は延期となったり、博物館・美術館が閉館
となったりする可能性があります。

無料相談無料相談

休
館
日

▷日時　11 月 23 日（水・祝）午後１時〜午後４時 30 分　
▷場所　岡山県立図書館（岡山市北区丸の内２−６ー 30)
▷主催　岡山県青年司法書士協議会
　　司法書士　岩田　豪　☎０８６ - ２３６ - ７８１２　　

　
情報商材トラブル相談会

問問 申

左手のピアニスト智内威雄のピアノコンサートが開催されます。

岡山県司法書士会は、情報教材
トラブルに関する電話相談会を
開催します。情報商材に関わる
トラブルでお悩みの人、ぜひご
相談ください。
秘密は厳守します。
▷日時　11 月５日（土）　　　  
     午前 10 時〜午後４時　
☎０８６  - ２２４ - ２３３４
▷相談料　無料
▷予約　不要
▷担当者　高原  佐和　　　
　０８６ - ２４１ - ７４８４
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瀬戸内市ホームページ

問 申

    　 「神々の視座ー井手康人」　（開催中～令和 5 年 1 月 15 日）

　　 「令和の名刀・名工展」（開催中〜 11 月 27 日）
刀

美
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館
日

休
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日




